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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第74期
第２四半期
連結累計期間

第75期
第２四半期
連結累計期間

第74期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 135,654 117,429 257,856

経常利益又は経常損失（△） (百万円) 2,120 △807 2,294

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失（△）

(百万円) 4,376 △901 1,404

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,363 △2,691 △1,552

純資産額 (百万円) 117,396 110,643 114,444

総資産額 (百万円) 344,571 313,438 331,998

１株当たり四半期(当期)純利益
又は四半期純損失（△）

(円) 15.78 △3.25 5.07

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 34.0 35.2 34.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 17,116 5,776 28,065

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,502 2,236 3,353

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △9,999 △14,937 △27,688

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 69,683 56,462 63,880

　

回次
第74期
第２四半期
連結会計期間

第75期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 10.84 4.73

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。

３．第74期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理している。

４  第74期第２四半期連結累計期間、第75期第２四半期連結累計期間および第74期連結会計年度は、潜在株式が存

在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は記載していない。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重要

な変更はない。

また、主要な関係会社の異動はない。

EDINET提出書類

西松建設株式会社(E00060)

四半期報告書

 2/22



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はない。

　

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示している。

　
(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により厳しい状況が続く中、サ

プライチェーンの復旧が進み企業の生産活動は回復の兆しが見られたものの、欧州金融不安による世界

的な景気減速懸念、急速な為替変動や国内における電力供給制約リスクが存在し、依然予断を許さない状

況が続いている。

このような状況の中、当社グループの連結業績は、売上高については、前年同四半期と比べ18,224百万

円減少（13.4％減）の117,429百万円となった。利益については、販売費及び一般管理費を前年同四半期

比21.4％削減したものの、売上高の減少及び一部国内工事の損益悪化により、営業損失470百万円（前年

同四半期は営業利益2,616百万円）となった。経常利益については、円高による為替差損の発生等により

経常損失807百万円（前年同四半期は経常利益2,120百万円）、四半期純利益については、四半期純損失

901百万円（前年同四半期は四半期純利益4,376百万円）となった。

　
セグメントの業績は、次のとおりである。

① 建設事業（土木）

当セグメントの売上高は、前年同四半期比48.5％減の34,408百万円となり、セグメント損失は321

百万円（前年同四半期はセグメント利益2,472百万円）となった。

当社単体の土木工事の受注高は、海外大型工事の受注により前年同四半期と比べ56,134百万円増

加の72,390百万円となった。

② 建設事業（建築）

当セグメントの売上高は、前年同四半期比15.4％増の72,666百万円となり、セグメント損失は620

百万円（前年同四半期はセグメント利益245百万円）となった。

当社単体の建築工事の受注高は、前年同四半期と比べ17,848百万円減少（27.2％減）の47,721百

万円となった。
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③ 不動産事業等

当セグメントは、主にグループ保有不動産の賃貸収入により構成されており、当四半期連結累計期

間においては保有不動産を販売したこと等により、セグメントの売上高は前年同四半期比31.9％増

の10,633百万円となった。

セグメント利益は、前年同四半期比25.4％増の1,388百万円となった。

　
当社グループが営んでいる事業の大部分を占める建設事業では、受注請負形態をとっている。

参考までに提出会社個別の建設事業における受注工事高、完成工事高及び繰越工事高は、次のとおりで

ある。

期別 区分
期首

繰越工事高
(百万円)

受注工事高
(百万円)

計
(百万円)

完成工事高
(百万円)

繰越工事高
(百万円)

前第２四半期累計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日

土木工事 189,50816,256205,76466,821138,943

建築工事 146,39765,570211,96861,819150,149

計 335,90681,827417,733128,640289,092

当第２四半期累計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日

土木工事 142,22772,390214,61734,408180,209

建築工事 168,00547,721215,72770,516145,210

計 310,232120,112430,345104,924325,420

前事業年度
自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

土木工事 189,50855,133244,642102,414142,227

建築工事 146,397151,363297,760129,755168,005

計 335,906206,496542,403232,170310,232

　
　
(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は、前年同四半期末と比べ

13,221百万円減少（19.0％減）し、56,462百万円となった。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失890百万円（前年同四半期は税金等

調整前四半期純利益4,379百万円）となり、売上債権の減少や仕入債務の増加等により5,776百万円（前

年同四半期は17,116百万円）の資金増加となった。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に貸付金の回収による収入等により2,236百万円（前年同四

半期は2,502百万円）の資金増加となった。

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済による支出等により14,937百万円（前年同四半

期は9,999百万円）の資金減少となった。
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(3) 財政状態の分析

① 資産

当第２四半期連結会計期間末の資産については、借入金の返済等による現金預金の減少や受取手

形・完成工事未収入金等の売掛債権の減少、株価下落による投資有価証券の減少等により、前連結会

計年度末と比較して18,559百万円減少(5.6％減)の313,438百万円となった。

② 負債

当第２四半期連結会計期間末の負債については、支払手形・工事未払金等の買掛債務が増加した

ものの、長期借入金の返済等により、前連結会計年度末と比較して14,758百万円減少（6.8％減）の

202,795百万円となった。

③ 純資産

当第２四半期連結会計期間末の純資産については、利益剰余金の減少や株価下落によりその他有

価証券評価差額金が減少したこと等により、前連結会計年度末と比較して3,801百万円減少（3.3％

減）の110,643百万円となった。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して0.8ポイント増加して35.2％となった。

　
(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は320百万円である。

なお、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 800,000,000

計 800,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 277,957,513277,957,513
東京証券取引所
市場第一部

単元株数は1,000株である。

計 277,957,513277,957,513― ―

 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項なし。

　

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項なし。

　

　
(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項なし。

　

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年９月30日 ― 277,957― 23,513 ― 20,780
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(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口）

東京都港区浜松町2丁目11番3号 11,132 4.00

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口４）

東京都中央区晴海1丁目8-11 9,957 3.58

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海1丁目8-11 8,389 3.01

CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO
388　GREENWICH STREET, NY,
NY 10013,USA

8,227 2.95

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内1丁目3-3 5,070 1.82

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲1丁目2-1 5,050 1.81

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内2丁目1-1 4,577 1.64

西松建設持株会 東京都港区虎ノ門1丁目20-10 3,442 1.23

三ツ星ベルト株式会社 神戸市長田区浜添通4丁目1-21 3,000 1.07

MELLON BANK, N.A. AS AGENT FOR ITS CLIENT
MELLON OMNIBUS US PENSION

ONE BOSTON PLACE BOSTON,MA 021082,954 1.06

計 ― 61,798 22.23

(注) １　上記の日本マスタートラスト信託銀行株式会社及び日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式

は、信託業務にかかるものである。

２　CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIOのわが国の常任代理人はシティバンク銀行株式会社となってい

る。

３　MELLON BANK, N.A. AS AGENT FOR ITS CLIENT MELLON OMNIBUS US PENSIONのわが国の常任代理人は株式会社

みずほコーポレート銀行決済営業部となっている。

　

　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　703,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

275,800,000
275,800 ―

単元未満株式
普通株式

1,454,513
― ―

発行済株式総数 277,957,513― ―

総株主の議決権 ― 275,800 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式925株が含まれている。
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② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式の
合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
西松建設㈱

東京都港区虎ノ門
一丁目20番10号

703,000― 703,000 0.25

計 ― 703,000― 703,000 0.25

　

　
　
２ 【役員の状況】

　

該当事項なし。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載し

ている。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 64,243 56,735

受取手形・完成工事未収入金等 89,309 83,352

未成工事支出金 29,681 30,902

販売用不動産 9,187 11,059

不動産事業支出金 7,429 1,936

材料貯蔵品 385 524

繰延税金資産 31 24

その他 24,003 23,881

貸倒引当金 △1,584 △1,333

流動資産合計 222,688 207,083

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 22,813 23,086

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 896 827

土地 33,709 34,439

リース資産（純額） 157 135

建設仮勘定 － 44

有形固定資産合計 57,578 58,532

無形固定資産 1,079 1,285

投資その他の資産

投資有価証券 45,518 42,240

長期貸付金 1,302 642

その他 5,917 5,683

貸倒引当金 △2,086 △2,030

投資その他の資産合計 50,652 46,535

固定資産合計 109,309 106,354

資産合計 331,998 313,438
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 82,960 87,286

短期借入金 32,638 38,546

未払法人税等 176 139

未成工事受入金 24,277 24,407

完成工事補償引当金 1,253 1,394

賞与引当金 25 23

工事損失引当金 7,924 6,942

不動産事業等損失引当金 1,296 －

損害賠償損失引当金 389 389

資産除去債務 12 －

預り金 19,333 16,400

その他 6,765 6,909

流動負債合計 177,053 182,439

固定負債

社債 1,200 1,200

長期借入金 24,508 5,173

繰延税金負債 8,982 7,555

退職給付引当金 1,666 2,325

環境対策引当金 224 224

資産除去債務 189 191

その他 3,728 3,684

固定負債合計 40,499 20,355

負債合計 217,553 202,795

純資産の部

株主資本

資本金 23,513 23,513

資本剰余金 20,780 20,780

利益剰余金 63,877 61,866

自己株式 △226 △226

株主資本合計 107,945 105,934

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,563 4,733

繰延ヘッジ損益 － △5

為替換算調整勘定 △444 △459

その他の包括利益累計額合計 6,118 4,269

少数株主持分 379 440

純資産合計 114,444 110,643

負債純資産合計 331,998 313,438
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高

完成工事高 128,236 107,053

不動産事業等売上高 7,417 10,376

売上高合計 135,654 117,429

売上原価

完成工事原価 119,695 103,287

不動産事業等売上原価 5,822 8,700

売上原価合計 125,518 111,987

売上総利益

完成工事総利益 8,540 3,766

不動産事業等総利益 1,595 1,676

売上総利益合計 10,136 5,442

販売費及び一般管理費 ※１
 7,519

※１
 5,913

営業利益又は営業損失（△） 2,616 △470

営業外収益

受取利息 143 55

受取配当金 464 923

貸倒引当金戻入額 － 308

その他 179 201

営業外収益合計 787 1,489

営業外費用

支払利息 828 621

為替差損 59 718

その他 395 485

営業外費用合計 1,283 1,825

経常利益又は経常損失（△） 2,120 △807
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

特別利益

前期損益修正益 522 －

固定資産売却益 2,136 187

投資有価証券売却益 14 －

貸倒引当金戻入額 647 －

受取保険金 622 －

特別利益合計 3,944 187

特別損失

前期損益修正損 9 －

固定資産売却損 22 0

投資有価証券評価損 1,268 133

ゴルフ会員権評価損 3 71

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 77 －

環境対策引当金繰入額 218 －

その他 84 63

特別損失合計 1,684 269

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

4,379 △890

法人税等 △225 △58

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

4,605 △831

少数株主利益 228 70

四半期純利益又は四半期純損失（△） 4,376 △901
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

4,605 △831

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,144 △1,829

繰延ヘッジ損益 － △5

為替換算調整勘定 △97 △24

その他の包括利益合計 △3,241 △1,859

四半期包括利益 1,363 △2,691

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,161 △2,751

少数株主に係る四半期包括利益 201 60
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

4,379 △890

減価償却費 867 883

貸倒引当金の増減額（△は減少） △645 △307

工事損失引当金の増減額（△は減少） 332 △982

不動産事業等損失引当金の増減額（△は減少） △2 △1,296

早期退職者特別加算金等引当金の増減額（△は
減少）

△5,187 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △366 658

環境対策引当金の増減額（△は減少） 218 －

受取利息及び受取配当金 △607 △979

支払利息 828 621

投資有価証券売却損益（△は益） 42 －

固定資産売却損益（△は益） △2,114 △186

売上債権の増減額（△は増加） 49,993 5,966

未成工事支出金の増減額（△は増加） 20,549 △1,220

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） △1,127 1,517

その他の資産の増減額（△は増加） 1,942 △1,113

仕入債務の増減額（△は減少） △26,559 4,336

未成工事受入金の増減額（△は減少） △22,236 132

その他の負債の増減額（△は減少） △3,808 △2,262

その他 1,891 697

小計 18,388 5,576

利息及び配当金の受取額 603 974

利息の支払額 △786 △670

法人税等の支払額 △1,089 △104

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,116 5,776

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △149 △21

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

327 100

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,955 △398

有形及び無形固定資産の売却による収入 4,829 514

貸付けによる支出 △872 △684

貸付金の回収による収入 1,880 2,554

定期預金の純増減額（△は増加） 79 87

長期預金の預入による支出 △18 －

長期預金の解約による収入 150 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△5 －

子会社株式の売却による収入 72 －

その他の支出 △57 △18

その他の収入 223 103

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,502 2,236

EDINET提出書類

西松建設株式会社(E00060)

四半期報告書

15/22



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,018 △9,244

長期借入れによる収入 14,683 －

長期借入金の返済による支出 △7,229 △4,104

社債の発行による収入 1,200 －

新株予約権付社債の償還による支出 △12,500 －

配当金の支払額 △1,107 △1,105

少数株主への配当金の支払額 △603 △0

その他 △1,423 △483

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,999 △14,937

現金及び現金同等物に係る換算差額 △769 △493

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,851 △7,418

現金及び現金同等物の期首残高 60,835 63,880

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △2 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 69,683

※1
 56,462
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項なし。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　該当事項なし。

　

　

【会計方針の変更等】

　該当事項なし。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項なし。

　

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用している。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

  １　保証債務   １　保証債務

　　　(1) 従業員の金融機関からの住宅取得資金借入に対

し債務保証を行っている。

　 270百万円

　　　(2) 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に

対し、債務保証を行っている。

ハイネスコーポレー
ション㈱

95百万円

泉南生活協同組合 47

計 142

　　　(3) 　　　　―――――――――――

　　　(1) 従業員の金融機関からの住宅取得資金借入に対

し債務保証を行っている。

　 243百万円

　　　(2) 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に

対し、債務保証を行っている。

ハイネスコーポレー
ション㈱

53百万円

泉南生活協同組合 26

計 80

　　　(3) 下記の会社のマンション売買契約手付金の返済

債務について保証を行っている。

㈱ＧＡパートナーズ 21百万円

 

  ２　当社及び一部の連結子会社は、運転資金の効率的な

調達を行うため、貸出コミットメント契約を締結し

ている。　

 

貸出コミットメント総額 10,170百万円

当連結会計年度末の借入実行残高 9,458百万円

 

  ２　当社及び一部の連結子会社は、運転資金の効率的な

調達を行うため、貸出コミットメント契約を締結し

ている。　

 

貸出コミットメント総額 16,694百万円

当四半期連結会計期間末の借入実

行残高

－百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
 至　平成23年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

は、次のとおりである。

従業員給料手当 3,946百万円

退職給付費用 635

 

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

は、次のとおりである。

従業員給料手当 2,976百万円

退職給付費用 615

 

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金預金勘定 70,265百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△581

現金及び現金同等物 69,683
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金預金勘定 56,735百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△273

現金及び現金同等物 56,462

 

　

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月29日
定時株主総会

普通株式 1,109 4.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項なし。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 1,109 4.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項なし。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

建設事業
（土木）

建設事業
（建築）

不動産事業等

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 66,821 61,415 7,417 135,654 ― 135,654

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― 1,551 641 2,193 △2,193 ―

計 66,821 62,967 8,059 137,848△2,193 135,654

セグメント利益 2,472 245 1,107 3,824 △1,207 2,616

　

(注) １  セグメント利益の調整額△1,207百万円には、セグメント間取引消去△207百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,000百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

である。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失（△）と調整を行っている。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

建設事業
（土木）

建設事業
（建築）

不動産事業等

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 34,408 72,645 10,376117,429 ― 117,429

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― 21 256 277 △277 ―

計 34,408 72,666 10,633117,707 △277 117,429

セグメント利益
又は損失（△）

△321 △620 1,388 445 △916 △470

(注) １  セグメント利益又は損失（△）の調整額△916百万円には、セグメント間取引消去△24百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△892百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費である。

２  セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失（△）と調整を行ってい

る。

　

EDINET提出書類

西松建設株式会社(E00060)

四半期報告書

19/22



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益又は純損失（△） 15円78銭 △3円25銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益又は純損失（△）(百万円) 4,376 △901

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は純損失（△）(百
万円)

4,376 △901

    普通株式の期中平均株式数(株) 277,284 277,256

（注）潜在株式調整後１株当たり純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

　
(重要な後発事象)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

―――――――――――― （借入金の借換え）

　当社は借入れ条件改善のため、株式会社みずほコーポ

レート銀行をアレンジャーとするシンジケーション方

式のタームローン契約を平成23年９月30日に締結し、

平成23年10月13日に20,000百万円の借入を実行した。

また、同日、既契約のシンジケーション方式のターム

ローン借入残高のうち、14,412百万円を返済した。これ

に伴い、下記の通り担保に供している資産が減少した。
　

　

　

(1)新規タームローンの概要

借入実行日 平成23年10月13日

借入金額 20,000百万円

借入期間 ５年間

担保提供資産 無担保

 
(2)返済タームローンの概要

返済実行日 平成23年10月13日

返済金額 14,412百万円

担保に供していた資産の額

土地  9,800百万円　

建物  6,991百万円　

構築物    130百万円　

販売用不動産    669百万円　

計 17,591百万円　

 

　

　

２ 【その他】

該当事項なし。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月９日

西松建設株式会社

取締役会  御中

　
仰 星 監 査 法 人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    山　　﨑　　清　　孝    印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    野　　口　　哲　　生    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている西松
建設株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平
成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年
９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、西松建設株式会社及び連結子会社の平成23年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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